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蘇我馬子が飛鳥に建立した法興寺が平安遷都と共に平城京に移建、寺名を元興寺に改めた南都七大寺の一つ。 

今の奈良町全体が寺域という大きな寺だったが、今 寺域は狭くなってしまったが、天平の僧房の様式を伝える禅室（国宝）、 

元興寺大塔のヒナ型といわれる五重小塔（国宝）、本尊阿弥陀如来坐像（重文）ほか寺宝は多い。 

    

   

          飛鳥の瓦が今も載る元興寺 極楽院僧房・禅堂  境内に桔梗の花 遠くに奈良の大文字山「高円山」  

 

 

 


